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はじめに
　明治維新（1868 年）から後、日本は西欧の影
響を受けながら近代化への道を進んでいった。徳
川幕府下の江戸時代から様相は一変し、明治とい
う近代政府の到来と共に、日本は新しい規範や文
化を樹立することが急務となった。そのような社
会の動きの中で、日本の文学者たちは、この「新
しい時代」を描く言葉が必要となった。近代日本

が西欧の影響下にあったことを踏まえて、「近代
の言葉」は強く西欧文学の翻訳語に影響を受ける
こととなる。「近代の言葉」を作り出すためには、
何度も繰り返し文学作品の中で扱われ、様々に定
義され、そして読者に受容されていく過程が必要
となった。そういった日本近代文学者たちの「新
しい言葉」への挑戦を支えたのは、この文化的激
動の時代に活躍した翻訳者たちである。彼らの翻
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訳から日本作家たちは新しい表現を学ぶ以上に、
西欧の文化に触れることとなったのであった。
　明治維新からの近代日本において、現代の礎と
なる文学潮流であるモダニズム文学が生まれた。
西欧文学との比較により、その意匠や主題に焦点
が当てられ、日本モダニズム文学は研究されてき
た。しかしそもそもの翻訳の過程でどのような文
化的受容がされたのかということについての詳細
な研究はまだ始まったばかりである1）。西欧の文
学はそのまま「新しい表現」のお手本のような形
で受容されたのか、それとも西欧の文学表現を「日
本的」に導入することが行われたのか、それには
個別の翻訳を見ていかなければいけない。
　本論文は主に 20 世紀初頭から戦後まで、フラ
ンス文学翻訳の分野で第一人者として知られてき
た堀口大学（1892 － 1981）に焦点を当て、彼が
熱心に翻訳したフランスモダニズム作家である
ポール・モーラン（1888 － 1976）を取り上げる。
当時の文壇にとっての「翻訳家堀口大学」の存在
と、堀口が作り上げたモーラン像、そして当時の
日本文壇の文学的潮流の三つを軸に、近代日本文
学においてモーランという言説がどのようにして
作り上げられていったのかを明らかにしたい。

近代文学と翻訳家堀口大学の誕生
　まず翻訳家であり、文学者でもある堀口大学を
育て上げた時代背景・文化的背景を紐解いてみた
い。そもそも翻訳という行為は、文学的文脈でど
のように必要とされたのだろうか。明治維新後の
近代化の過程で幅広い分野の書物が翻訳された
が、文学的文脈で言うのであれば、翻訳という行
為は近代の言葉を作り出すのに大きな役割を担っ
ていた。それは自分たちの言葉で考え、自分たち
の言葉で語るという自然な願望から生まれた衝動
であった 2）。
　明治維新後の文壇で、西欧文学の翻訳がさかん
に行われた時期を少し振り返ってみたい。正宗白
鳥（1879 － 1962）は「日本文学に及ぼしたる西
洋文学の影響」と題された文章において、当時の
読者にとっての翻訳文学の意義についてこう述べ
ている。

［…］自然主義前の日本の文壇で最も西洋文
学の味はひを伝へて、あの時代の青年の心を
魅惑し、或ひは作中の人物に共鳴を覚えさせ
た翻訳は、二葉亭の「浮草」、小金井きみ子
の「浴泉記」、森鴎外の「即興詩人」である。
西鶴の影響を受けたといふ紅葉、露伴などの
小説によつて得られないものをそれ等の翻訳
小説から得た。自国の小説よりも、それ等の
外国小説に於て、我々は自己の影を見た。自
己の夢を見た。或ひは自己の心に潜んでゐる
ものを引出される感じがした。［…］3）

　正宗が述べているように、西洋文学の翻訳を前
にして読者が期待するものは彼らの憧れを満足さ
せる異国の姿である。作中の人物は、彼らが共感
することのできる異国の人でなくてはならない。
これは当時の日本人の異文化理解が exoticism（異
国趣味）の範囲を超えていないことを表わしてい
る。
　また上田敏（1874 － 1916）は、西欧詩の訳詩
集である『海潮音』を 1905 年に発表した。この
詩集にはフランスをはじめとする西欧諸国の詩人
の作品が所収されている。特徴としては、高踏派
と象徴派の作品を訳において区別し、表現の違い
にまで言及して西欧詩を日本読者に紹介しようと
試みたことである。また西欧の批評家の作品批評
も同時に収められていて、それはまるで西欧詩の
教科書のように見える。
　
　明治維新から 24 年後の 1892 年に堀口大学は誕
生している。堀口が青年期を迎える頃にはすでに
西欧文学の翻訳熱は高まりを迎えていた。つまり
彼は必ずしも日本人読者が翻訳へ、異国文化へと
強い憧れを持っていたその始まりから活躍してい
た翻訳家ではない。
　堀口大学は外交官である父・久萬一、母・政の
もとに生まれた。幼くして生みの母を亡くし、久
萬一は堀口が 7 才のときにベルギー出身のスチ
ナ・ジュッテルンドと再婚している。堀口自身は
幼い頃から父方の祖母のもとで新潟で育てられる



－ 3 －－ 2 －

翻訳家堀口大学を巡る一考察―ポール・モーランという言説

が、外交官の父親とベルギー人の義母を持った家
庭環境は、堀口の当時としては類まれなる国際
感覚に大きな影響を与えたと考えられる。堀口
は 17 歳の時に東京へとやってくるが、第一高等
学校仏法科入試に失敗し、それまで育ててくれた
祖母が亡くなるなど、不安定な青春期を過ごし
ている。その頃、堀口は雑誌『スバル』（1909 －
1913）を手に取り、与謝野晶子（1878 － 1942）
に代表的な明星派の短歌と出会う。そしてその年
（1909 年）に堀口は新詩社に入ることによって、
その文学人生を本格的に始めることとなるのだっ
た。新詩社での活動は創作活動の場だけではなく、
堀口に生涯の友となる佐藤春夫（1892 － 1964）
との出会いをもたらした。彼らは共に慶應大学で
学び始めるが、堀口は 1911 年には大学を中退し
外交官である父親の任地メキシコへと旅立つ。そ
の後、彼はホノルル、メキシコ、ベルギー、スイ
ス、フランス、スペイン、ブラジル、ルーマニア
と多くの国々を訪れることとなる。そして 1925
年に日本へと帰国した堀口は訳詩集、『月下の一
群』を発表する。そしてこの訳詩集によって、堀
口は翻訳家として広く日本文壇に知られることと
なるのである4）。

　一方、モダニズムという芸術運動は 20 世紀初
頭に西欧で起こり、日本へとやってきた。そもそ
もこの芸術運動が世界的規模を持って国境を越え
て若手芸術家に受け入れられた要因は、18 世紀
の産業革命を背景にした資本主義・消費社会の到
来と、大量破壊兵器の導入でもって人的・物的被
害が想像を絶する規模で生じた第一次世界大戦を
その背景として持っているからであった。日本モ
ダニズムに関しては、消費社会や都市生活という
面においては西欧諸国と共通しているが、第一次
世界大戦ではその国土が戦場となっていないの
で、必ずしも西欧諸国の若手作家たちと同じ社会
的背景を持っているとはいえない。日本独自のモ
ダニズム文学の背景としては、1923 年に発生し
た関東大震災の方が大きく影響を与えている。日
本モダニズム文学は、主題としては近代社会への
期待や孤独感などを取り扱っている。

　日本モダニズム文学の重要なグループであると
された新感覚派は、自らを新感覚派と名乗った
わけではない。横光利一（1898 － 1947）や川端
康成（1899 － 1972）をはじめとする若手作家た
ちによって創刊された雑誌『文芸時代』（1924 －
1927）に掲載された作品の表現を、外部の批評家
である千葉亀雄がフランスモダニズム作家である
ポール・モーランの表現と比較して、「新感覚派」
という名前を彼らに与えたのであった 5）。これに
よって、日本モダニズム文学、新感覚派、モーラ
ンの関係が日本文学史に刻まれることとなる。そ
してこの関係性には当然のことながら、モーラン
の作品のほとんどを翻訳している翻訳家堀口大学
も関わってくる。

　翻訳は近代化の過程で常に必要とされてきた。
翻訳家堀口大学を他の翻訳家と区別する要因とし
ては、彼自身の生い立ちと家庭環境が一番大きい
ものであろう。この当時としては特異な国際結婚
という家庭環境と、外交官の父親に同行していっ
た諸国遊学、フランスでの芸術家たちとの交流と
いったコスモポリタン的イメージが彼の文学活動
には常について回った。つまり日本人読者たちは
彼の詩を、随筆を通して、フランスや西欧諸国の
姿を見たのである。しかし忘れてはいけないのは、
堀口が訳している世界は、遠くにあって憧れてい
るものではなくて、彼が青春期を過ごした世界で
ある。堀口は日本人読者たちの西欧文化への憧れ
や期待を充分に理解していたと考えられる。彼は
1932 年に「エキゾチズムに関するノオト」とい
う文章で、外国文学の翻訳が盛んに行われている
現状を振り返って、エキゾチズムを次のように定
義づけている。

　厳格な意味で、外国文学は文学としては存
在しない。それは常に外国文学である筈だ。

　外国文学に対する興趣は、エキゾチズムの
一種だ。
　エキゾチズムの対象としての文学の価値。
文学の外国価値。
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［…］
　エキゾチズムは、満されると同時に失はれ
る興趣だ。だからその対象は常に変化する。
　個人的にも、国民的にも、時代的にも。

　エキゾチズムの対象にも流行がある。6）

　堀口は外国文学の翻訳家である自分に読者が期
待する役割が、部分的にはこの「エキゾチズム」
を満たすものであると考えている。そしてエキゾ
チズムの対象が常に変化し、いずれ廃れていくも
のであると冷静な目で捉える。これは外国文学一
般の話であると同時に、堀口が当時の日本文壇で
の自分自身の立場を冷静に、客観的に見た記述で
もあるだろう。

堀口大学の翻訳論
　堀口の翻訳論を『月下の一群』から、フランス
モダニズム作家ポール・モーランの翻訳まで振り
返ってみたい 7）。
　堀口の翻訳家としての出発点となったのが、
『月下の一群』であることに誰も異論はないだろ
う。この訳詩集にはフランス近代詩の 66 詩人の
作品（340 編）が含まれている。堀口によれば、
それまで 10 年間の仕事の中から選りすぐりった
ものがこの訳詩集には所収されている8）。堀口が
自らこの訳詩集が近代詩の「見本帖 9）」であると
述べていることから、この訳詩集がフランス近代
詩を日本人読者に紹介する、という広い目的を
持っていることがうかがえる。堀口はこの訳詩集
で試みたその翻訳の方法論について、この訳詩集
の序論で明確に述べている。

　読者の見らるるとほり、私がこの集の訳に
用ひた日本語の文体には、或は文語体があり、
或は口語体があり、硬軟新古、実にあらゆる
格調がある。然しそのいづれの場合にあつて
も、私が希つたことは、常に原作のイリユジ
ヨンを最も適切に与へ、原作者の気稟を最も
直接に伝へ得る日本語を選びたいと云ふ一事
であつた。10）

　堀口は自らの試みが近代詩の中でも原文の表現
の違いを、日本語の語調の中（文語体・口語体）
で区別して表現しようとしている、原文に忠実な
形の翻訳であったと主張する。この序論が所収さ
れている『月下の一群』が刊行された 3 年後の
1928 年 10 月に、『新編　月下の一群』が刊行さ
れた。この新しい編においては、所収された作品
に多少の取捨選択が行われた。堀口によればその
意図は「仏蘭西近代詩の詞

アンソロジイ

華集としての性質 11）」
（ルビは著者による）を初版よりも強く持たせる
ためであった。すでに初版の刊行から、堀口は詩
人ごとの詩集（『ヴエルレエヌ詩抄』［1927年2月］、
『アポリネエル詩抄』［1927 年 12 月］、『フランシ
ス・ジヤム詩抄』［1928 年 6 月］等）を発表して
いたために、この『月下の一群』にはフランス近
代詩のより体系的な訳詩集としての役割が必要で
あったと考えられる。初版の序文で述べたような、
単なるフランス詩の「見本帖」としての役割はす
でにこの時には失われていたのだ。これはまた、
堀口の翻訳家としての読者の需要への敏感な態度
も同時に表しているといえるだろう。

　堀口は、詩の翻訳と同時に散文の翻訳も行って
いた。これまで堀口によって日本語に翻訳された
ポール・モーランの訳文・訳詩の初出年表を以下
にあげる。
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　この表を見ると、堀口が 1925 年に初めての訳
詩集である『月下の一群』を発表する以前から、
モーランの作品を翻訳していたことが分かる。堀
口が取り上げた他の詩人・作家たちが、他の翻訳
者たちによっても翻訳されていた（つまり他の翻

訳が存在した）のに対して、モーランの日本語訳
はほとんどが堀口一人によるものである。つまり
堀口の翻訳家としての役割の影響を一番受けやす
いのが、モーラン作品の日本語訳である。すでに
1924 年のモーラン作堀口訳『夜ひらく』の出版

表 112）

年 題

1922
（大正 11）

11月
「北欧の夜」『明星』2（6）（『夜ひらく』の一部）

1924
（大正 13）

7月15日
『夜ひらく』新潮社

1925
（大正 14）

5月
「ポルトヒノ・クルムの夜」『明星』、6（5）
6月
「バビロンの夜」『新小説』、30（6）
6月17日
『夜とざす』新潮社
7月17日
『レヰスとイレエン』第一書房
7月
「恋慕流し」『明星』7（1）
9月
「ものぐさ病」『明星』7（3）（『恋の欧羅巴』の一部）
10月
「三面鏡」『女性』8（4）（『恋の欧羅巴』の一部）
12月
「モオラン綺語」『不同調』1（6）
「夜に対峙するホテル」・「西の公園で」『明星』7（5） 

12月19日
『恋の欧羅巴』第一書房

1926
（大正 15, 昭和元年）

1月
「クラリス」『明星』8（1）（『三人女』の一部）
4月
「たったこの地球だけでは」『奢覇都』3（3）（ Rien que la terreの一部）
「公衆浴場」・「敬礼」『明星』8（3）
「ビヂネス」『文章往来』1（4）

1927
（昭和 2）

10月
「デルフィン」『改造』9（10）（『三人女』の一部）

1928
（昭和 3）

1月5日
『三人女』第一書房

1958
（昭和 33）

11月25日
『¼に生きる男』講談社
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の前から、堀口は『三田文学』、『現代詩歌』、『明
星』などに訳詩や訳文（自らの詩や散文も）を発
表していた。一方、モーランは堀口が日本文壇で
紹介するまで無名であった。
　堀口はモーランの紹介文を多く残している。何
度も同じような表現を用いて、モーランの紹介文
は訳書の序文に、そして『明星』にも登場している。
そこには『月下の一群』に見られたような、修辞
的工夫に焦点を当てた翻訳論は見られない。堀口
はそれらの文章において、モーランがいかに新し
く、モーランがいかに世界主義的で、モーランが
日本の新感覚派に影響を与えたことを強調する。
これらの文章を読者が何度も目にすることによっ
て、読者のモーラン作品像にも大きな影響を与え
ただろうことは否定できない。
　堀口は戦後もモーランの作品を翻訳している。
1958 年に訳された『1/4 秒に生きる男』である。
実は、モーランは戦後はフランス文壇から追放さ
れていたために、その文脈で考えれば決して翻訳
されるのにふさわしい作品ではない、といえるだ
ろう。堀口はこのあとがきでも、モーランを戦前
と同じような言葉を用いて読者に紹介する。

　川端康成、横光利一なぞ、当時日本に於
ける第一流の若き世代の作家たちを刺激し
て、新感覚派と呼ばれる華々しい画時代的な
文学運動を生み出すきっかけとなったと言わ
れるこの作家の『夜ひらく』を翻訳してから
三十四年の歳月が過ぎた。

［…］
　現代はスピードの時代だ。モーランはス
ピードのためにスピードを愛する一人の男を
拉し来って、その男の生活の喜劇と悲劇を軽
妙な筆に載せて笑わせてくれるが、これは、
《実用向きであると同時に狂的でもある》現
代人に共通な喜劇であり、悲劇である。つま
り君の悲劇でもあり、僕の喜劇でもあるとい
うわけだ。僕等は描かれた自分の漫画像を眺
めて笑っているのである。13）

　ここでもまた、モーランと新感覚派との相似、

そして現代を描くモーランの新しさが指摘されて
いる。戦間期から戦後にかけて、堀口のモーラン
像がほとんど変わっていないことが分かる。

堀口大学の翻訳の一例：ポール・モーラン
　ポール・モーランは 1888 年にパリに生まれた。
1920、30 年代のパリはモダニズム芸術が花開い
た街として有名だが、そのようなある種芸術的に
高揚した雰囲気の中でモーランは国際的教養を持
つ作家（コスモポリタン）として人気を得ていた。
モーランは作家として評価を得る前に、外交官と
しての仕事を始めている。外交官としてモーラン
はヨーロッパ各地はもちろんのこと、アメリカや
日本など、世界中を訪れている。モーランの作品
の特徴をマルセル・プルースト（1871-1922）は、
比喩やイメージが多用されており、それがまた彼
の特徴でもあるのだが、時としてその比喩の乱用
とでもいうものが、作品の主題をわかりづらくさ
せ、あらぬ誤解を招くだろうと指摘する。プルー
ストは、この若き作家がルノアールが世に出てき
たときに味わったような、世間からの厳しい批評
を浴びるのではないかと危惧している14）。そのよ
うに本国でもその表現の解釈の難しさから、目新
しさはあっても理解されづらいと捉えられていた
このモダニズム作家が日本へとやってきて、若い
読者からこれほどの人気を得るとは誰も想像でき
なかったであろう。
　戦間期にはモダニズム運動の寵児として高い評
価を得ていたモーランであったが、第二次世界大
戦の足音が近づくにつれて、モダニズム運動その
ものの活気が段々と失われていった。戦時中に親
独ヴィシー政権に協力したために、モーランは戦
後スイスに滞在せざるを得なくなり、長らくフラ
ンス文壇への復帰は叶わなかった。戦後しばらく
して、ようやくフランスに帰国の願いがかなった
が、帰国後は旅行記の執筆を行うなど、戦前に見
られた作家としての勢いは明らかに失われてい
た。異国体験に基づいた想像世界と、外交官とし
ての冷静な世界的視野を持った社会批評がモーラ
ンの作品の特徴であった15）。
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　フランス人作家であるポール・モーランは、
1922 年に雑誌『明星』において堀口によって初
めて正式に日本に紹介された。掲載された「北欧
の夜」は後に出版される『夜ひらく』（1924 年）
の一部であり、フィンランドのヌーディスト団体
を描いた、当時としては過激な内容であった。
　『明星』に初めて作品が載った時のモーランが
いかに日本文壇で無名であったのかは、その訳文
の掲載のされ方を見ればすぐにわかる。同じ号に
鈴木信太郎訳のステファン・マラルメの詩が掲載
されているので、それと比較してみたい。マラル
メの詩のタイトルの左下に原作者であるマラルメ
の名、そしてその左すぐ横に訳者である鈴木の名
が、「鈴木信太郎訳」と載っている16）。しかし堀
口の場合は、訳文のタイトルのすぐ左の、本来は
副題が載せられるであろうところにタイトルより
も小さいフォントで「ポオル・モオラン」と記載
されている。そして作者の名前が通常は表示され
るタイトルの左下には、「堀口大学」と記載され
ている。しかも、鈴木の場合のように「訳」と名
前の下にはついていない17）。
　そして堀口は「北欧の夜」の付記でモーランを
以下のように紹介する。
　
訳者、付記。
「北欧の夜」にはもつとこの先があるのだ
が、そしてその先がもつともつと面白いのだ
が、私は未完のままこの小説を終りにいたし
ます。
　読者よ、私を叱り給ふな。もしも私がこの
先を訳したなら、私の本は焚かれ、私はふん
じばられて獄屋へ入れられる事でせう。
　然しそれにしても、私は、一言、原作者の
PAUL MORANDに就いて語らずにはこの稿
を了る事が出来ないのです。

［…］
　ポオル・モオランは、まれに見る豊富な才
能を持つた、天成の作家であり、彼の「夜開」
はあだかも、書家の上に於て、かの印象派の
開祖マネがなしたと同じ程度に根本的な革新
を文学上に於て成就したものであると云ふこ

とに皆の意見が一致してゐるやうです。つま
り彼の「夜開」は仏蘭西文学の上に一新時代
を画す白石を置くものです。
　ポオル・モオランの小説にあつては、すべ
てが新らしい。既にその題材が新らしい。感
覚が新らしい。文章が全全新らしい。ポオル・
モオランは仏蘭西語に一つの新らしい生命を
与へた。［…］18）

　堀口はモーランを新しい作家であると紹介す
る。新しいことが歓迎されていたモダニズムが日
本文壇で隆盛を極めていた時代に、モーランの存
在はその新しい文学の例として最適な存在であっ
ただろう。
　堀口は数多くのモーラン評を書き記している。
ポール・モーランというフランス作家を初めて眼
にした読者たちは、すでに日本文壇で名が知られ
ている堀口のモーラン観を手がかりに作品を読み
進めていくこととなる。それはつまり、モーラン
という作家の作品をどのように読むべきであり、
どのような衝撃を日本文壇に与えるのかを、その
結果より前にすでに目の前に出されている状態と
も言える。

　以上のように見ていくと、堀口大学のポール・
モーラン観が日本文壇のモーランを巡る言説の基
礎として置かれていく過程が分かる。しかも堀口
の翻訳に関しては、「堀口

4 4

君の仏蘭語と日本語と
は、十分信頼していい物だと以前から思つてゐ
る。19）」（傍点は著者による）と批評家生田長江が
述べるように信頼が置かれ、それ自体が議論の的
とされることはない。

　次に堀口がモーランの作品に特徴的な要素（異
国表象と社会批評）をどのように定義づけていた
のかを見ていこう。モーランの作品のほとんどに
は、外国人が主要な登場人物（特に退廃的な生き
方から悲壮な運命を辿る女性）として描かれ、そ
の舞台も外国（カタローニャやローマなど）とな
ることが多い。そういったモーランの異国性を堀
口は世界主義と呼ぶ。
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　十八の時以来、モオランが学んだ学校では、
いつもフランスは外国として

0 0 0 0 0

取扱はれてゐた
ものだと彼は述懐してゐる。彼が学んだ地理
学は、世界地理であり、彼が学んだ法律は、
国際法であり、彼が学んだ歴史は外交史、つ
まり、国と国との間の関係の歴史だつたのだ。
彼は先天的にも後天的にも世界主義の文学者
として生れ、育つて来てゐる。20）（傍点は著
者による）

　実はこういったモーランの世界主義が結局のと
ころ、フランスを中心とした視点であり、戦時中
のモーランの行動を予感させる要素が彼の作品の
中には存在すると指摘されている21）。
　堀口は、モーランが「現代」の作家であること
を繰り返し強調する。

［…］他方また、現代人の風俗思想が、一種
常軌を逸してゐることも疑ふ余地がない。現
代は「活動」と「興奮」を穿きちがへた時代だ。
金儲けに対する際限のない欲望と動揺の多い
あわただしい生活と、スピイデイな交通機関
にひきずりまはされる奔走とが、何時か知ら
多くの現代人の心と神経に異状を来した。然
もこの世界的大混乱の中にあつて、人々は確
固とした、安心を与へる力のある信仰を持た
ない。22）

ここで強調される「現代」は堀口によって明らか
に定義づけられている。これらの言葉によれば「現
代」は、一過的な時代であり、伝統からはかけ離
れているが、しかしその状態が長く続くとは印象
付けられない。まるで遠足を前にした子供が興奮
して熱に浮かされているような雰囲気をこの文章
は醸し出している。確かにこのような「現代」を
描くにはモーランの作品は適しているかもしれな
いが、モーランが語っている「現代」が持つ特徴
はこのようなものだけではない。彼はその外交官
という職業から社会・政治問題に関しても非常に
造詣が深かった。その彼の経歴から自ずとそう

いった異国描写というのが、文化だけにとどまら
ない政治的な問題にまで踏み込まれているのは、
作品を仔細に見ていけば明らかである23）。

　このようにモーランの作品の主題に関するま
で、堀口大学の観点が繰り返し読者に提供されて
いる中で、作品の特徴である世界主義（異国表象）
や現代性（社会批評）はどのように訳されていた
のだろうか、原文と堀口訳を比較しながら当時の
社会情勢を背景に分析を試みたい。
　日本におけるポール・モーランの代表作である
『夜ひらく』（Ouvert la nuit、1922）には、6 つの
物語が所収されている。第一次世界大戦時には国
土が戦場となり、多大な人的・物質的損害を受け
た不安定な欧州諸国がどのように新しい希望を見
つけ出し、新しい時代の幕開けを受け入れるのか、
ということがこの作品の主題である。しかし日本
は第一次世界大戦には参戦したものの、人的・物
質的被害はほとんどなく、この作品に充満する鬱
屈とした雰囲気をどこまで当時の日本人読者が理
解できたかは不明である。この時代を生きるフラ
ンス人男性の視点から物語は進んでいく。そこに
は確かに堀口のいうところの世界主義や現代性が
描かれているが、それは当時の日本人が感じてい
た世界主義や現代性とは必ずしも一致しなかった
だろう。

　モーランは彼にとっての現代性を「une 

génération sacrifiée」（犠牲にされた世代）に見出す。
「La nuit romaine」（ローマの夜）では娘の扱いに
ほとほと困ったフランス人女性に、フランス人男
性は娘の世話を頼まれる。母は娘を全く理解でき
ないと嘆く。それに対して、フランス人男性は次
のように答える。

— C’est une génération sacrifiée, madame, 

les hommes sont devenus soldats, les femmes 

sont devenues folles. Le destin y a ajouté 

encore avec un joli lot de catastrophes. En 

fait, Isabelle est victim de ce contre-snobisme 

auquel une âme délicate adhère tôt ou tard, 
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qui oblige à ne fréquenter les gens qu’après s’ 

être assuré qu’ils n’ont aucun titre à une amitié  

intéressée.》24）

「les hommes sont devenus soldats, les femmes sont 

devenues folles.」（男は兵隊になり、女は気が狂っ
てしまったのです。）との言葉は、第一次世界大
戦を明らかに示唆している。この作品がフランス
読者に受け入れられた理由は、この社会的背景に
よる時代性である。では、堀口はこの時代性をど
のように訳しているのだろうか。

「̶犠牲にされた一ジエネレエシヨンです。
奥さん。男たちは皆兵隊になり、女たちは皆
気狂ひになつたのです。運命はそれでも足ら
ずにもつと様々の災難をそれに加へたので
す。つまりイザベルはコントル・スノビズム
の生贄になつてゐるのです。感じ易い心を持
つた人間は早晩だれでもこのコントル・スノ
ビズムの影響を受けて、先づ人と交際する前
にその人が何か利用する所があつて友情を示
すのではないかと疑つて見て、さうでないこ
とが分つた上で始めて人と交際するやうにな
るのです。」25）

後半部分の疑心暗鬼に陥った世の中を表現してい
る箇所に関しては、近代化によって旧来の社会が
崩壊し、伝統的規範や価値観を失いかけている日
本人読者にも受け入れられるだろう。しかし前半
部分を理解できた日本人読者はどれだけいたのだ
ろうか。
　堀口が初めてモーランの作品を『明星』に紹介
したときに掲載された作品が「北欧の夜」である
ことから、堀口が 6つの作品の中でもその作品が
よほど読者の気を引くと考えていたことがうかが
える。しかし実際、「北欧の夜」は他の作品の中
でも特に裸体の描写などがあからさまなものと
なっており、そこに隠されている欧州に忍び寄る
人種差別的雰囲気を日本人読者が読み取ることは
ほとんど不可能だったのではないかと考えられ
る。物語の冒頭で、モーランはフランス人男性

Pierreから、この『夜ひらく』の原稿を受け取っ
たかのように記述している。Pierreは世界中を旅
してきたために、自分自身の核がなくなってし
まったと嘆く。

[…] Des volumes dépareillés, des journaux… 

Jamais un Français de mon âge. J’y ai perdu 

l’habitude de la parole et c’est ce qui en France 

me dépayse le plus. […] 26）

［…］要するに僕は、手当り次第の書物と新
聞とだけで仕上げた男なのだ……。それに僕
と同年輩の仏蘭西人と交際あつたことは一度
もなかつたのだ。お蔭で僕は仏蘭西語を話す
習慣を失つてしまつた程だ。為めに僕は仏蘭
西にゐる時でも外国にゐるやうな気がするの
だ。［…］27）

Pierreは「J’y ai perdu l’habitude de la parole et c’est 

ce qui en France me dépayse le plus.」（僕はフラン
ス語を話す習慣をなくしてしまったのだ。これが
フランスで最も僕を居心地悪くさせるものだ。）
と告白する。それを堀口は「お蔭で僕は仏蘭西語
を話す習慣を失つてしまつた程だ。為めに僕は仏
蘭西にゐる時でも外国にゐるやうな気がするの
だ。」と訳している。ここで話題になっている「la 

parole」（言葉）がフランス語という言語そのも
のだけを指しているわけではないことは、収めら
れている他の話を読んでいけば分かる。「ローマ
の夜」では母にとって娘は同じフランス人でも全
く理解し合えない存在となっているが、そういっ
た文化的・社会的な大きな変化を目の前にして同
じ国の人間でも理解し合えない現状を表してい
る。これは世界各地を回って、外側からフランス
を見ていた外交官であるモーラン独自の視点であ
る。外から母国を見ているからこそ、母国の危機
や欠点が浮かび上がってくる。しかしそこには同
時に母国に対する愛情も溢れているはずだ。もし
かしたら、堀口は自分自身の経験をここに投影さ
せているといえるのかもしれない。彼もまた長期
の海外滞在を終え、帰国した日本文壇を眼の前に、
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「日本にいる時でも外国にいるような気が」して
いたのかもしれない。いずれにしてもモーランの
このような世界主義に対して、日本人読者たちは
モーランの作品を読み、彼らの異国趣味を満たさ
せる。両者の認識下での世界主義は明らかに異な
るだろう。批評家である生田長江が1925年にモー
ランの作品を江戸末期の好色本と変わらないと批
判したように28）、表現や描かれている西欧文化の
新しさは理解できても、モーランの鋭い社会批評
や異国表象を理解できた日本人読者は堀口以外に
はほとんどいなかったと考えられる。

おわりに
　翻訳という行為は、言語間の変換を単に指すの
ではない。言語が属する文化は常に言葉に付随し、
それは翻訳テキストの文化圏にとって簡単に受け
入れられる場合もあれば、受け入れ難い場合もあ
る。また受け入れ難いと翻訳者が判断した場合に
は、翻訳テキストは原文より大幅に変更される可
能性もあるだろう。この論文においては、翻訳者
堀口大学によるフランス作家ポール・モーランの
日本語訳に焦点を当てた。これは複数の翻訳者の
翻訳活動が深く関わっていないために、翻訳者堀
口の役割がより際立った例である。
　日本においてポール・モーランが紹介される前
に、翻訳者堀口大学という存在が当時の日本文壇
に強く印象づけられていた。西欧帰りの堀口が紹
介する作品は新しく、世界主義的であるという期
待は、彼が翻訳する作品の印象に大きく影響する。
その作家が他の誰にも訳されていない場合は、そ
の規模はより大きくなる。そして繰り返しモーラ
ンの作品は新しく、世界主義的であるという言説
が堀口によって語られる。それは関東大震災後に
文化の担い手が若い世代へと移っていた当時の文
壇の潮流に、ぴったりと合致していたのであろう。
だからこそ、日本モダニズム文学の代表的グルー
プである新感覚派は、それがどれほど真実かはさ
ておき、モーランの文体に影響を受け誕生したか
のように定義された。
　このように戦間期の日本におけるポール・モー
ラン受容は、日本文壇における翻訳家堀口大学自

身の印象、堀口が作り出したモーラン言説、そし
て当時の文壇における文化的流行の 3つから影響
を受けて、複雑に繰り返し解釈され続けることと
なる。そして、この日本モダニズムという戦間期
の重要な文化潮流の一部は明らかに堀口訳モーラ
ン作品に影響を受け、誕生し、その後の文学へと
つながっていったのだ。

注
１）これまでも比較文学的視野でもって翻訳研究は行わ
れてきたが、特に翻訳の文化的影響について焦点が
当てられるようになったのは 20 世紀後半に欧米を中
心に見られる Cultural Turnと呼ばれる文脈において
Translation Studiesという領域がさかんになってから
である。翻訳研究の体系的研究書としては、Munday. 

Jeremy, Introducing Translation Studies: Theories and 

Applications, London; New York: Routledge, 2001が挙げ
られる。

２）明治・大正の翻訳史に関しては次に詳しい。吉武好孝
『明治・大正の翻訳史』研究社、1959．

３）正宗、「日本文学に及ぼしたる西洋文学の影響」、10
４）堀口大学の伝記的研究書としては、次が挙げられ
る。関容子『日本の鶯：堀口大學聞書き』岩波書店、
2010．長谷川郁夫『堀口大學：詩は一生の長い道』河
出書房新社、2009．

５）千葉、「新感覚派の誕生」、293－298。この新感覚派と
ポール・モーランの関係性に関しては、次の論文に詳しい。
Omura. Azusa,‘The Birth of Shinkankaku-ha: Bungeijidai 

journal  and Paul  Morand’,  Electronic  Journal  o f 

Contemporary Japanese Studies, 12(1), 2012

６）堀口、『堀口大学全集　第 7巻』、179
７）これまでの堀口によるモーランの翻訳に関しての研究
としては、数は少ないが次のものが挙げられる。渡邊
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